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本 (平成 14)年度の ｢中等理科教育学 A｣における ｢諸外国における科学教育の学習内容に学ぶ｣




















科書 『ActiveScience』と 『oxford Science』に基づ
く授業研究の試み-｣と題して,既に,報告してき
た1･2)0


























[到達目標】理科授業を設計 ･実施 ･検討できる幅広い基盤を培 うことが目的であり,特定のテーマや教材については,考え,徒験











:グループ単位で授業研究の検討 ･報告と全点での討論.グループ単位で研査/課額の取 りまとめの報告と全点で質疑 ･討
論,最後にコメン トを加える.
第 15回 :受講成果の自己評価と購義に対す る評価
(受紙要件】3年次以上
[テキス ト等】テキス ト (教科育)は使用 しないq授業研究や嗣査/陳腐を行 う上で必要な資料を配布予定q参考書として 『理科教
育学』寺川智祐編著 (福村出版)を推薦｡
[成横評価】出席状況30点,除霜レポー ト30点,資料取りまとめ/授業研究20点,授業中の発言 ･受購低度 20点.
tコメント1受鵠生の主体的で能動的な受鵠鰭度を求める｡
これまで常に講義の開始直前には受講生の実態 ･ 授業計画を調整するために,表2のような調査 Ⅰ(受
入数,受講理由と予備知識を把握し,講義の形億や 講理由と予備知識)を行っている｡
表2 調査 Ⅰ (受講理由と予備知識):最初の語義4/12開始直前に回答提出
鵠義名 ( 平成 ( )午 ( )期提出
7リガナ
学籍番号 ( )名前 (
所属 :( )学部 ･大学院 ( )回生 ･年次
( )熱投 ･学科 (
出身校 :高校 ･高専等 (
国 ･都道府県等設立母件 (
性別 ･年齢 :(男 ･女 )･( )歳
)専攻 ･専修 ･類 ･コース ･分野等
) 科 ･類 ･コース等 ( )
) 所在地都道府県 ( )
講義番号 ( ) 平成 ( )午 ( )月 ( )E]回答
可司査 / 隈 捷 工








商1 ( )( ) 高2 ( )( ) 高3
間3.1･2年次 (教養科目等)で履修 した自然科学系授業科目
( )( ) ( ) (
( ) ( ) ( ) (












分担担当グループ ( ) 報告予定日 (










表3 平成 14年度講義 ｢中等理科教育学A｣の受講生




























各 4 岡山 (15)兵庫 (4)
2 愛嬢(1)
各 l 三重(2),愛知(1),福岡(1).長崎 (I),香川(I),
北海道(o),茨城(o),奈良(o),宮崎(0),島根(o)
各 0 広島(3),和歌山(1).大分(1),大阪(I).山口(1),
2カ年 8 4 1
1カ年 4 1 5
oカ年 (未履修着) 2 0 8
人赦計 18 lS lS
1年以上履修した人数 16 18 10
平均何年聞履修 (履修着の内で) 2 2.67 1.9
何分野履修したか (履修バターン) 平均 2.44
3(物理 .化学 .生物) S



















































r公 設 且矢口靴だけ出 足ような感己如ある.了
｢先生によっては.こっちが理科に興味を持っていても豊と:堅旦
い い-Lがいて ヤル が っー
r物理の場合,数学の内容よりも五ii sin, cosや微分を出 生
でやる気がなくなった血_｣
r昼型を主星王授尭内面を理解 しやすかったりにくかったりの豊
栄 ㌍ 醜 Q,%議 蒜 賢 ｢興味をもつ｣というのが重要な
教科なので,もたせてくれるかそうでないかで生じたものだと思
ラ.｣





｢高校ではあまり盤 ≡ま旦堂 雲建 進 でしたJ
感想として想起されている要素は,実験 (教え方)








番 号 月 日 担 当者 概 要
1 4/12 田中賢二 受醗希望者登撮受付/調査 Ⅰ(1)[受耕理由と予備知放]実施(4/12振出)/鵠義の意味(シラTIス説明).
2 4/19 田中賢二 最近の教育動向 :新しい教育陳鳥の背景と特徴/陳穎CLX ⅡⅠ(163)[理科の学習内容/学習指導貢
額]説明 .提示(4/26提出)
3 4/26 田中賢二 最近の理科教育の動向 :高等学校新学習指導要領告示/陳唐CLXV (165)[高等学校理科の総合的
な科目/変遷]説明 .軽示 (5/10挺出)/除籍CLXV Ⅰl (167)【中学校選択理科の学習内容]鋭
明 .挺示(5/17提出)
4 5/10 田中賢二 座席指定,担当予定の決定,嗣査陳居の処理の説明/我が国の理科教育図碁の紹介/最近の理科教育
の動向 :中学校新学習指導要領告示
5 5/17 田中賢二 最近の理科教育の動向 :幼稚園新教育要領,小学校新学習指導要領告示/陳題CLXX Ⅰ (171)[理
科の学習内容/旧東 ドイツの前期中等教育段階]説明 .提示 (5/24提出)
6 5/24 田中賢二 理科教科書と教科春研究の意義/陳題CLXV ⅡⅠ(168)[STSE/カナダの学習指導草餅東]説明
･据示(5/3一握出)
7 5β1 田中賢二 諸外国の教科春紹介/陳宵CLXX ⅠⅠ(173)[高校理科の必修的な学習内容?/大韓民国]説明 .梶
示 (〟14提出)
3 6/14 田中賢二 我が国の指草葉額と中高校理科教科書におけるがげ ンス/謙類CLXlⅩ (169)lTheNatureofScience
/アメリカの前期中等科学教科書]説明 .提示 (6/21挺出)
9 6/21 田中賢二 日本 .アメリカ .イギリス .ドイツの前期中等科学/物理教科革における ｢省エネルギー｣の取り扱
い/駅留CLXX (170)[ScienceisdecidinE/イギリスの前期中専科学教科書]説明 .提示(6/28提出)
lO 6/28 Ⅰ受雑音 分析考秦の報告 1:調査Ⅰ(1)(4/12振出)[受諌理由と予備知識]/嗣査ⅩⅤ (15)(昨年度詐義 7/2,7
番号 1-4 挺出)[沸点に対する評価]
ll 7/5 Ⅱ受決 着 分析考秦の報告 2:扶題CLX ⅠⅡ (163)(4/26振出)[理科の学習内容/学習指尊重飯]/陳津CL
番号5-8 ⅩV (165)(5/10提出)[高等学校理科の総合的な科目/変遷]
12 7/12 Il受張者 分析考蕪の報告 3:院項CLXXII(173)(6/14提出)[高校理科の必修的な学習内容?/大韓民国]
番号9-12 /陳鰭CLXVⅠI (168)(5/31提出)[STSE/カナダの学習指尊要領夷]●
13 7/19 Ⅳ受決着 分析考蕪の報告4:陳題CLXⅠⅩ (169)(6/21挺出)[ThcNatureofScimce/アメリカの前期中等科
番号 13-16 学教科書]/罷唐CLXX (170)(6/28提出)[ScienceisdeCiding/イギリスの前期中等科学教科書]
14 7/26 Ⅴ受訴者 分析考察の報告 5:探題CLXX Ⅰ(171) (5/24提出)[理科の学習内容/旧東 ドイツの前期中等教育





























A3 (4)･1-2枚の別紙 (秦)を準備 ･配布し
ているが,紙面の関係で割愛する｡
表 7 実施した8課題一覧 (実施順) 各別紙 (秦)は省略
調 査 / 課 是巨 C L X 工工工




2.改正された学校法施規の別表や中学 ･高等学校学習指導要領 (平成 10年 12月 ･平成 11年 3月告示)に従い,別紙表 2:中学 ･
高等学校における理科の遇当たり時間数に平成 14･15年度から実施される部分を,追記する.




調 査 / 裸 足亘 C L X V






3.別紙.:(新制)高 等 学 校 理 科 iこ お Iナ る 総 合 自勺 科 目 の 目 標
を参考にして,理由を添え,それぞれについて開設の賛否を述べる｡
調 査 / 課 是巨 C L X V 工 工








4 第3学年に準備 している選択教科 (外国籍を除く)
5 選択理科履修生徒数と3年生に占める割合
3.中学校理科教師の立場に立ち.新学習指導責軌 こ従い選択理科の計画案を,作成する.
臥 少なくとも,学年 ･期間 ･学習内容 (活動)の項 目 ･概要などを含むこと｡
調 査 / 課 題 C L X X 工
⊂理 科 の 学 習 内 容 / 旧東 ドイツの前期中等教育段階コ






調 査 / 課 是巨 C L X V 工工工









3.Gencralleamingoutcomesの STSE100- 118 を,4 (幼～ 3.4-6,7- 9,10- 12学年)段階区分せよ｡
調 査 / 課 是頁 C L X X 工工工
亡高 校 理 科 の 必 修 自勺 な 学 習 内 容 ? / 大韓民国コ
1.大韓民国の学校教育を,調べる｡
臥 参考図事や文献などは明記のこと｡
2.別紙 :教科書 ｢共通科学｣,教学社,1999,目次及び第 1単元の和訳 (12-038金明花)校正編集加工などを参考にして,大韓民国
におけるこの科 目による理科の必修的な学習内容の特徴を,できるだけ多く指摘する.
3.日本の高等学校における理科の必修的な学習内容の必要性の有無,必要であればどのような項 目が相応 しいか検討する.







更に,可能な限 り,勧訳 したこの章未聞唐に取 り組む.
3.El本の中学校理科で,このようなTheN atureofScienceの学習を行 う是非杏.検討する.


























平成 14年度前期 中等理科教育学A 裸 題 1 7 0 相 互 評 伯方 一 貫己入 表






設定 し.提出された各レホ`一指 評価 (A,B,C,D)する.
次 らこ ,それ ら観点別評価の結果などの総合判断の
方法 ( )から,評定 (優 ･良 .可 ･不可)を付ける｡
倭 ( )人+良 ( )人+可 (I)人+不可 ( )人十朱提出者 ( )人-20人
- 14-
諸外国における科学教育の学習内容に学ぶ
評 L 5 3行 目A 7/5 2罷 題163&1656 3行 目B7 C
価/幸艮 8 3行 目D
9 ド- 4行 目A γ123王県】哲173&168




* 134 ド ■-l■ 5rTEIA行目B
* 15 』』l■ 5行目C
* 16 5 D
17 ∫- 6行目A 7/265一瓢唐171&167
18 ll』- 6行 目B
19 ■■ lllllー 6行 目C







































































04/12 04/19 04/26 05/10 05/17 05/24 05/31 06/14 06/21 06/28 07/05 07/12 07/19 07/26 08/02






















表 10 調査XV (講義に対する評価):最後の講義8/2の最後に提出
喜#義名 :中等理科教育学A
学籍番号 ( )名前 (
所属 :学部 ･学科 ･専攻など (
平成 14年前期 振出
)
性別 (男 ･女)･年齢 ( )顔
平成 14年 8月2日回答
調 査 / 課 是頁 Ⅹ Ⅴ













1:出席状況 :30点満点中 ( )
2.供題 レポー ト作成に対する努力と達成度 :30点満点中 ( )
3.グループでの胃土/鴨居の取りまとめ ･鞍昔 ･過行,VL-,I-lu'.:･韓'Ldi=票冨
-/E三三に対する努力と達成度 :20点沸点中 ( )




自己評定 1.優(100･80) 2.良(79-70) 3.可(69-60)4.不可(59-0)
間5.Je義全体に対する評価 評点 ( )点/100
0.億 (100-80) 1.良 (79-70) 2.可 (69-60) 3.不可 (59-0)
及び感想 (
聞6.取得予定 (取得済みを含む)の教員免許状





調査ⅩⅤ (講義 に対す る評価) の結果 を順 に見て
い く｡ 間 1.か らは, この時点で理科の教員 になる
意志がな し5名,未定 1名 , 中学校希望 2名,高校
希望 7名であることわかった｡ ちなみに,昨 (平成
13)年度 では,未 定 5名,高等学校希望 12名 , 中
学校希望 5名,小学校希望 1名 であった｡
間2.講義か ら得 られた新 しい知見は,1名 を除
いて ｢あった｣と応 えてい る｡その内容事項 は,秦 ll
である｡























得 られた新 しい知見 には,今 回のテーマである 日
本 を含 め ｢諸外国にお ける科学教育の学習 内容｣だ
けでな く,評価 の難 しさを挙 げる受講生が多かった｡
間3.講義 を後輩 に推薦す るか ど うかの有無 とそ
の理 由は,表 12となる｡























講義 を後輩に勧 めない勧 めるの理 由 としては,対
照的な ｢課題が多い ･時間的余裕 がない｣ と ｢知見
が多い ･頭 に残 る｣ とであった｡
間4.自己評価 の観 点別点数 とその合計点 を 15
名全体で集計す ると,表 13となる｡
表 13 自己評価の全体 (15名)集計
自己評価鞍点別内訳 自己評価合計点出席点 レポー ト報告点 参加点
合計 406 342 254 209 1216
平均 27.1 22.8 16.9 13.9 81.1
封合 90.2% 76% 84.7% 69.7% 81.1%
自己評価 の要素 として,いわば 自信 の度合いは,
出席 >グル ープでの とりま とめ と報告 > レポー ト作
成 >発言 ･態度,で弱 くなってい る (90.2%>糾.7
%>76%>69.7%)｡
間5.誇義全体 に対す る評価 は,3名 が評点 を記
入 しなかった｡ この講義評価, 自己評価,教官によ
るが最終評価の 3つのデータがある 12名 について,
それ ぞれ の最大値 ,標 準偏差, 中位 点 (平均値),
最小値 の 4つ (順 に,85,4.6,77.8,69;95,5.6.81.9,70
;100,5.0,87.7,79)のパ ラ メー タを箱 ひ げ図で
































































表 15 全学実施の学生による授業評価アンケー ト結果 (個人集計結果 :回答者数 6名)
そ う 恩 どち らか と ど ち ら ど ち らか と そ う思 わ 平均評点土




設閉2 あなたは担当教員の授業に対する熱意 .意欲を感じましたかD 3 3 0 0 0 4.5±0.50
設問3 授業を進めるに当たつての教科事,参考書等についての配慮や説明資料などに対する準備は十分にされていたと感じましたか8 2 3 0 0 l 3.8二と1.34
設問4 授業の進め方 (声の大きさ,黒板の書き方.教具の使い方,実験 .実習の場合にはデモンス トレーションなど)は受鎌生が理解 しやすいように十分な配慮がされていたと感じましたか. 1 4 l 0 0 4.0±0.58
設問5 授業内容は,最終的にシラバスに記戟された到達目標に達するものになっていたと感 じまし か. 3 3 0 0 0 4.5±:0.50
設問6 この科目の成親評価方法は妥当なものだと賛同できますかQ l 5 0 0 0 4.2±0.37



























本 (平成 14)年度 ｢中等理科教育学 A｣におけ
る ｢諸外国における科学教育の学習内容に学ぶ｣授









































の取 り扱い -アメリカの教科書 ｢Meril Life
Science｣に基づく授業研究の試み一｣,岡山大学教
育実践総合センター ･研究年報, 1号 (1999),29
-38頁.
2)田中賢二 :｢前期中等科学教育における ｢エネ










Science Education in GlobalPerspective,Westviw
Press,1985,pp.109-112
5)pan-Canadian ProtocolforColabomtiononSchool
Curiculum :The Com on Framework of Science
Leaming ･OutcomesK t0 12(releasedOctober17,
1997)
6)教科書 r共通科学｣.教学社,1999
7)GlencoeMcGraw-Hil,ScienceVoyages:Exploring
Life,Earth,andPhysicalSciencesc2000
8)colinsEducational,ActiveScience1c1993
Tide:APracticeReportoftheLechleI.SecondaryScienceEducationA'intheFirstHalfof2002AcademicYear:The
LessonsLeanedfromScienceCourseContentsinVariousCounties
KenjiTANAKA(Faculb,ofEducation,OkayamaUmiversity)
Abstract･.
Thelecture"SecondaryScienceEducationA"in 2002academicyearwasanalyzedandconsideredfrom the
viewpointsoftheatbibuteofstudmts,coluSeCOntentS,andevaluation.
Outof20applicants,15studentsgotapassin thislecture.Judgingfromaself-evaluationand,evalua也onof也is
lecture,whchwasmadebythesuccessful15students,anddiefhalevaluationmadebydleinstruCtOr,thisl∝turewere
regardedasgenerallysatisfactory.
However,thereweresomeproblems,suchasthetardiness,negligentwithdrawalfromclass,andthemanagementof
papersfailedtomeetthedeadline.Moreover,muchtimewasrequiredforstudentstocompletetheasslgnment.Inthese
resp∝ts,thislecturehasroomforimpmvement.
Keywords:.PracticeReport,SecondaryScienceEducation,ContentsofStudyForeignCoultries
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